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内
田
氏
は
ま
ず
、
ガ
ー
ト

ナ
ー
社
の
「
日
本
に
お
け
る

未
来
志
向
型
イ
ン
フ
ラ
・
テ

ク
ノ
ロ
ジ
の
ハ
イ
プ
・
サ
イ

ク
ル
：
２
０
２
０
年
」
で

は
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技

術
は
「
過
度
な
期
待
の
ピ
ー

ク
期
」
か
ら
「
幻
滅
期
」
の

谷
底
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と

に
触
れ
、
「
幻
滅
期
は
技
術

自
体
に
幻
滅
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
実
証
実
験
な
ど
を

通
じ
て
で
き
る
こ
と
や
で
き

な
い
こ
と
が
分
か
っ
て
き

て
、
落
ち
つ
い
て
考
え
ら
れ

る
時
期
に
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
だ
」
と
述
べ
た
。

　
ま
た
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
は
暗
号
資
産
（
仮
想
通

貨
）
ビ
ッ
ト
コ
イ
ン
を
実
現

す
る
た
め
の
基
盤
技
術
と
し

て
誕
生
し
た
こ
と
、
ビ
ッ
ト

コ
イ
ン
な
ど
の
仮
想
通
貨
だ

け
で
な
く
、
広
く
「
分
散
型

台
帳
」
と
し
て
各
分
野
で
応

用
が
期
待
さ
れ
る
汎
用
性
の

高
い
技
術
で
あ
る
こ
と
な
ど

を
説
明
し
た
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
の
特

徴
に
つ
い
て
は
、
①
非
中
央

集
権
／
特
定
の
管
理
者
を
置

か
ず
に
信
頼
を
担
保
（
管
理

者
を
置
く
タ
イ
プ
の
ブ
ロ
ッ

ク
チ
ェ
ー
ン
も
あ
る
）
②
関

係
者
間
の
直
接
的
な
情
報
の

共
有
・
管
理
③
改
ざ
ん
が
困

難
な
仕
組
み
／
記
録
の
不
可

逆
性
④
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ

ー
／
透
明
性
⑤
ゼ
ロ
ダ
ウ
ン

タ
イ
ム
の
可
能
性
⑥
ス
マ
ー

ト
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
を
組
み
込

む
こ
と
が
で
き
る
―
の
６
点

を
挙
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
詳
し
く

解
説
し
た
。

　
保
険
分
野
に
お
け
る
適
用

事
例
は
、
欧
州
の
保
険
／
再

保
険
会
社
５
社
が
、
保
険
／

再
保
険
会
社
間
の
デ
ー
タ
交

換
・
事
務
の
効
率
化
、
国
際

決
済
の
迅
速
化
の
実
現
を
目

指
し
て
16
年
に
設
立
し
た
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
コ
ン
ソ
ー

シ
ア
ム
「
Ｂ
３
ⅰ
（B

lock

ch
ain In

su
ran
ce In

d

u
stry In

itiativ
e

）
」

の
事
例
や
、
米
Ａ
Ｉ
Ｇ
が
Ｉ

Ｂ
Ｍ
／
英
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
チ

ャ
ー
タ
ー
ド
銀
行
と
と
も

に
、
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー

ン
で
一
元
的
に
管
理
す
る
こ

と
に
成
功
し
た
事
例
な
ど
を

紹
介
し
た
。

　
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術

の
課
題
と
し
て
、
現
在
は
ス

ケ
ー
ラ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
特
に

パ
ブ
リ
ッ
ク
型
）
が
実
用
化

の
最
大
の
障
壁
と
な
っ
て
い

る
と
指
摘
。
そ
の
対
策
の
方

向
性
と
し
て
は
、
新
た
な
コ

ン
セ
ン
サ
ス
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム

の
開
発
や
オ
フ
チ
ェ
ー
ン
化

な
ど
が
あ
る
と
し
た
。
ま

た
、
数
多
く
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ

ェ
ー
ン
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

が
乱
立
し
て
「
サ
イ
ロ
化
」

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
次
な

る
大
き
な
課
題
は
イ
ン
タ
ー

オ
ペ
ラ
ビ
リ
テ
ィ
ー
（
相
互

運
用
性
）
に
な
る
と
し
、
ブ

ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
コ
ア
間
を

つ
な
ぐ
ク
ロ
ス
チ
ェ
ー
ン
技

術
の
開
発
や
イ
ン
タ
ー
フ
ェ

ー
ス
の
標
準
化
な
ど
で
対
策

し
て
い
く
必
要
性
を
述
べ

た
。

　
伊
藤
氏
は
、
中
国
の
ア
ン

ト
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
（
ア
リ

ペ
イ
）
が
販
売
し
て
い
る
相

互
宝
と
、
ｊ
ｕ
ｓ
ｔ
Ｉ
ｎ
Ｃ

ａ
ｓ
ｅ
が
販
売
し
て
い
る
わ

り
か
ん
保
険
の
仕
組
み
に
つ

い
て
解
説
。
相
互
宝
は
中
国

の
保
険
当
局
が
制
度
上
保
険

で
は
な
い
と
指
摘
し
て
い
る

こ
と
、
保
障
内
容
は
重
大
疾

病
に
り
患
し
た
場
合
の
医
療

費
保
障
で
あ
る
こ
と
、
付
加

保
険
料
率
は
８
％
と
な
っ
て

い
る
こ
と
、
信
用
リ
ス
ク
低

減
の
試
み
と
し
て
芝
麻
信
用

ス
コ
ア
６
５
０
以
上
の
ユ
ー

ザ
ー
が
対
象
で
あ
る
こ
と
な

ど
を
説
明
し
た
。

　
一
方
、
わ
り
か
ん
保
険
は

少
額
短
期
保
険
で
が
ん
を
対

象
に
し
て
い
る
こ
と
、
付
加

保
険
料
率
は
33
・
33
～
53
・

85
％
（
加
入
者
に
よ
る
）
と

な
っ
て
い
る
こ
と
、
20
～
74

歳
が
対
象
で
あ
る
こ
と
、
保

険
金
は
が
ん
診
断
一
時
金
と

上
皮
内
が
ん
診
断
一
時
金
が

80
万
円
で
、
死
亡
保
険
金
は

年
齢
、
性
別
ご
と
に
異
な
る

こ
と
な
ど
を
紹
介
し
た
。

　
続
い
て
、
相
互
支
援
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
需
要
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て
解

説
し
、
可
処
分
所
得
が
大
き

い
人
ほ
ど
相
互
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
購
入
す
る
可
能
性
が

高
い
こ
と
な
ど
を
説
明
し

た
。

　
ま
た
、
相
互
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム
に
対
す
る
個
人
の
効
用

分
析
か
ら
、
効
用
が
高
く
て

も
相
互
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

購
入
す
る
と
は
限
ら
な
い
こ

と
や
、
保
険
料
率
が
安
い
こ

と
の
ア
ピ
ー
ル
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
仕
組
み
や
リ
ス
ク

に
つ
い
て
も
明
瞭
に
説
明
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
な
ど
を

指
摘
し
た
。

　
そ
の
他
、
適
度
に
リ
ス
ク

回
避
的
な
個
人
が
相
互
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
購
入
す
る
傾

向
に
あ
る
が
、
日
本
で
相
互

支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
さ
ら
に

普
及
さ
せ
て
い
く
た
め
に

は
、
逆
選
択
を
防
ぐ
仕
組
み

が
必
要
だ
と
の
考
え
を
示
し

た
。

　
慶
應
義
塾
保
険
学
会
は
10
月
31
日
、
２
０
２
０
年
度
第
１
回
研
究
会
を

開
催
し
た
。
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点

か
ら
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
を
使
用
し
て
実
施
。
第
１
部
は
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
未
来
研
究
所

の
内
田
真
穂
主
任
研
究
員
が
「
保
険
分
野
に
お
け
る
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン

活
用
の
展
望
と
課
題
」
を
テ
ー
マ
に
、
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
技
術
の
保
険

分
野
に
お
け
る
有
望
な
適
用
領
域
や
、
実
装
に
向
け
た
課
題
を
概
説
し

た
。
ま
た
、
第
２
部
は
青
山
学
院
大
学
大
学
院
国
際
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究

科
の
伊
藤
晴
祥
准
教
授
が
「
Ｉ
ｎ
ｓ
ｕ
ｒ
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
を
活
用
し
た
相
互
支

援
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
保
険
需
要
者
の
効
用
を
高
め
る
か
―
相
互
宝
及
び
わ
り

か
ん
保
険
を
事
例
と
し
て
―
」
を
テ
ー
マ
に
、
相
互
宝
と
わ
り
か
ん
保
険

の
相
互
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
概
説
し
、
こ
れ
ら
が
保
険
需
要
者
の

効
用
を
高
め
る
か
を
検
証
し
た
。

２
人
の
専
門
家
が
研
究
発
表

保
険
分
野
で
の
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
を
展
望
　
Ｓ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ｏ

未
来
研
究
所　

内
田
真
穂
主
任
研
究
員

相
互
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
現
状
　
青
山
学
院
大
学

大

学

院　

伊
藤
晴
祥
准
教
授
　

慶應義塾保険学会　20年度第１回研究会開催
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